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1. 2024年3月期第1四半期の業績（2023年4月1日～2023年6月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期第1四半期 1,517 24.1 159 46.0 167 9.0 115 △63.6

2023年3月期第1四半期 1,222 2.8 109 0.0 153 20.4 318 250.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2024年3月期第1四半期 145.96 ―

2023年3月期第1四半期 401.33 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2024年3月期第1四半期 17,313 15,143 87.5

2023年3月期 17,527 15,168 86.5

（参考）自己資本 2024年3月期第1四半期 15,143百万円 2023年3月期 15,168百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年3月期 ― 120.00 ― 250.00 370.00

2024年3月期 ―

2024年3月期（予想） 150.00 ― 220.00 370.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

3. 2024年 3月期の業績予想（2023年 4月 1日～2024年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,500 40.0 430 143.0 430 64.6 300 △23.6 378.58

通期 7,000 24.3 860 105.2 860 69.3 600 4.1 757.15

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．５「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適

用）」をご覧ください。

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．５「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年3月期1Q 893,000 株 2023年3月期 893,000 株

② 期末自己株式数 2024年3月期1Q 100,562 株 2023年3月期 100,552 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年3月期1Q 792,441 株 2023年3月期1Q 792,503 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の規制が緩和され、経済

活動に回復の兆しが見られました。一方で、急激な為替相場の変動や、ウクライナ侵攻の長期化といった不安定な

国際情勢により、依然として先行き不透明な状態が続いております。

　このような状況の下、当社のセグメント別の業績は、以下の通りとなりました。

＜建築材料事業セグメント＞

　高圧メラミン化粧板は、在宅勤務の普及や物件減少によりオフィス家具向け、トイレブース市場向けの需要が減

少したものの、競合他社の工場閉鎖に伴う取引増加、店舗市場が一部回復基調となったこと、及び原材料等の価格

高騰の一部を販売価格に転嫁したことにより、売上が増加しました。

　不燃メラミン化粧板は、住設機器の納期遅延の解消等により住宅リフォーム市場の工事件数が回復基調であった

こと、新規顧客との取引増加、原材料等の価格高騰の一部を販売価格に転嫁したことにより、売上が増加しまし

た。

　その結果、化粧板製品の売上高は1,071百万円（前年同四半期比150.2%）となりました。

　電子部品業界向け製品は、原材料等の価格高騰の一部を販売価格に転嫁したものの、自動車の半導体不足や部品

調達の遅れにより車載関連の需要が減少したこと及びパソコン、スマートフォン向け等の需要も減少したことによ

り売上は減少しました。

　その結果、電子部品業界向け製品の売上高は173百万円（前年同四半期比73.1%）となりました。

　ケミカルアンカー製品は、前期に引き続き港湾土木工事分野での売上が増加したものの、原材料等の価格高騰に

より予定価格と入札金額の乖離が発生したことによる入札の不調、発注の見送りなどの影響を受け、建築工事分

野、土木工事分野とも売上が減少しました。

　その結果、ケミカルアンカー製品の売上高は153百万円（前年同四半期比92.8％）となりました。

　これらの結果、その他の売上高も合わせて、建築材料事業セグメントの売上高は1,414百万円（前年同四半期比

124.9％）となりました。

＜不動産事業セグメント＞

　不動産事業は、堅調に推移し売上は増加しました。

　その結果、不動産事業セグメントの売上高は103百万円（前年同四半期比113.8%）となりました。

　全社の業績といたしましては、売上高は1,517百万円（前年同四半期比124.1％）、営業利益は159百万円（前年

同四半期比146.0％）、経常利益は167百万円（前年同四半期比109.0％）、四半期純利益は115百万円（前年同四半

期比36.4％）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べて214百万円減少の17,313百万円となりまし

た。これは主に、現金及び預金が減少したこと等によるものです。負債は前事業年度末に比べて189百万円減少の

2,169百万円となりました。これは主に、電子記録債務及び未払消費税等が増加したものの、未払法人税等が減少

したこと等によるものです。また、純資産は前事業年度末に比べて24百万円減少の15,143百万円となりました。こ

れは、四半期純利益を115百万円計上したことと、その他有価証券評価差額金が57百万円増加したものの、期末配

当金を198百万円支払ったことによるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年5月12日の「2023年３月期 決算短信（非連結）」で公表いたしました第２四半期累計期間及び通期の業績

予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2023年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,583,797 5,351,967

受取手形及び売掛金 1,010,911 1,007,002

電子記録債権 969,793 949,139

有価証券 634 695

商品及び製品 380,245 424,281

仕掛品 61,224 82,811

原材料及び貯蔵品 606,407 524,252

その他 21,915 91,939

流動資産合計 8,634,929 8,432,088

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,379,731 2,348,372

土地 5,084,469 5,084,469

その他（純額） 659,915 611,558

有形固定資産合計 8,124,116 8,044,401

無形固定資産 43,971 43,178

投資その他の資産

投資有価証券 418,152 501,043

その他 306,455 292,507

投資その他の資産合計 724,608 793,550

固定資産合計 8,892,695 8,881,131

資産合計 17,527,625 17,313,219

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 372,212 303,254

電子記録債務 686,509 773,492

未払法人税等 242,800 60,692

未払消費税等 － 58,267

引当金 50,363 39,228

その他 401,501 313,461

流動負債合計 1,753,386 1,548,397

固定負債

役員退職慰労引当金 382,041 385,599

その他 223,623 235,532

固定負債合計 605,665 621,131

負債合計 2,359,052 2,169,528

純資産の部

株主資本

資本金 2,515,383 2,515,383

資本剰余金 2,305,533 2,305,533

利益剰余金 10,762,877 10,680,433

自己株式 △483,222 △483,285

株主資本合計 15,100,571 15,018,064

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 68,001 125,626

評価・換算差額等合計 68,001 125,626

純資産合計 15,168,573 15,143,690

負債純資産合計 17,527,625 17,313,219

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年６月30日)

売上高 1,222,388 1,517,039

売上原価 778,084 1,023,852

売上総利益 444,304 493,187

販売費及び一般管理費 334,903 333,461

営業利益 109,400 159,725

営業外収益

受取利息 958 7

受取配当金 21,938 8,432

為替差益 19,293 －

その他 1,809 799

営業外収益合計 44,001 9,239

営業外費用

為替差損 － 1,814

営業外費用合計 － 1,814

経常利益 153,401 167,149

特別利益

投資有価証券売却益 306,214 －

特別利益合計 306,214 －

特別損失

固定資産除却損 0 －

特別損失合計 0 －

税引前四半期純利益 459,616 167,149

法人税等 141,561 51,482

四半期純利益 318,054 115,667

（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（棚卸資産の評価方法の変更）

　棚卸資産のうち、原材料及び貯蔵品の一部に係る評価方法は、従来、総平均法による原価法を採用しておりま

したが、当第１四半期会計期間より、移動平均法による原価法に変更しております。

　この評価方法の変更は、新しい基幹システムの導入を契機として、より迅速かつ適正な期間損益計算を行うこ

とを目的としたものであります。

　なお、当該変更による影響額は軽微であり、遡及適用は行っておりません。

（製品梱包費用の会計処理方法の変更）

　当第１四半期会計期間より新しい基幹システムの導入を契機として、経営環境の変化に対応してより精緻な原

価計算を行うために、原価管理部門の見直しを実施するとともに、製造原価の区分を見直しております。これに

伴い、売上高と発生費用の対応関係を見直すことで、経営成績をより適切に表示するべく、従来販売費及び一般

管理費として計上していた製品梱包費用の一部を、売上原価として処理する方法に変更しております。

　当該会計方針の変更は遡及適用され、前年同四半期については遡及適用後の四半期財務諸表となっておりま

す。

　この結果、遡及適用前と比較して、前第１四半期累計期間の売上原価が28,259千円増加し、販売費及び一般管

理費が28,259千円減少した結果、売上総利益が28,259千円減少しております。営業利益、経常利益及び税引前四

半期純利益に与える影響はありません。

　また、前事業年度の期首の純資産への累積的影響額はありません。
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